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１．概要（Summary） 

余剰受容体の定量化計測を目的として、細胞トラップ・

薬剤刺激機構を有したマイクロ流体デバイスの開発に取

り組んだ。マスクレス露光装置により 2 層のマイクロ

流路パターンおよび中間層の微小孔パターンを形成

し、PDMS モールディングにより 2 つのマイクロ流

路および SU-8パターニングにより微小孔シートを作

製した。形状評価のため走査電子顕微鏡を用いた。得

られた構造を接合し3層構造のマイクロ流路を作製し

た。観察の結果、良好に作製されていることを確認し

た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置（大日本科研社製, MX-1204）、走

査 電 子 顕 微 鏡 （ EDS 付 き ） （ JEOL 社 製 , 

JSM-6060-EDS） 

【実験方法】 

2 層の PDMS マイクロ流路についてはマスクレス露光

装置を用いて、クロムマスクブランクに流路パターンを作

製し、マスクとした。同様にSU-8微小孔用のマスクも作製

した。流路鋳型をシリコン基板上に SU-8 3050 のパター

ニングにより形成した。モールディングにより、2 層の

PDMS 流路をそれぞれ作製した。SU8-3005 を用いてシ

リコン基板上に微小孔アレイを形成した。得られた 3 層の

構造を接合することで最終的な細胞トラップ・薬剤刺激デ

バイスを作製した。また、形状評価のためデバイスを走査

電子顕微鏡で観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

電子顕微鏡による観察を行ったところ、2層の流路およ

び微小孔シートが、それぞれ設計通り作製されていること

を確認した（Fig.1）。 

作製した各構造を接合したところ、送液に十分な接合

強度が得られ、3 層構造のマイクロ流体デバイスが完成し

た。 

このデバイスを用いてマイクロビーズと培養細胞株を用

いて、顕微鏡観察を行ったところ、これらの捕捉が確認さ

れた。 

 

 

Fig.1 SEM image of micro-orifices for cell capture 

and stimulation 
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